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株主・投資家の皆様へ 営業の概況

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、ここに、当社第66期（2013年4月1日から2014年3月31
日まで）のビジネスレポートをお届けし、当社グループの事業概況をご
報告申し上げます。
　当期の経済情勢は、国内では円安・株高を背景に、景気は緩やかな回
復基調で推移したものの、海外では中国をはじめとするアジア新興国の
景気が減速するなど、先行き不透明かつ厳しい状況にありました。
　このような事業環境のもと、当社グループは、中国・東南アジア市場
での事業拡大を推進するとともに、新製品の開発や新規事業の早期立上
げに注力してまいりました。
　当期の業績につきましては、装置システムは、熱媒体油の販売が減少
したことにより前期の水準を下回りましたが、ケミカルズは、中国市場
での微粉体製品および特殊機能材製品の販売数量が増加し、主力の粘着
剤関連製品につきましても両面テープ等の一般用途向けの販売が堅調に
推移したことにより、売上高は前期を上回りました。しかしながら、原
材料価格の上昇、海外事業拠点の拡充や新規事業の強化等による販売費
および一般管理費の増加等により、利益につきましては前期を下回る結
果となりました。
　当社グループを取り巻く事業環境は、引き続き先行き不透明かつ厳し
い状況にありますが、更なる成長を実現するために、2014年度を初年
度とする3カ年の連結中期経営計画「New Value-2016」を策定いた
しました。本計画では、アジア地域の特性に応じた新製品展開や新たな
事業分野の開拓により収益規模を拡大するとともに、次世代を担う新製
品・新規事業の創出・育成を図ることで、事業環境の変化に強い事業構
造への転換を目指してまいります。
　第67期（2014年4月1日から2015年3月31日まで）につきまし
ては、中国・東南アジア市場での事業規模拡大、新規事業の柱としてナ
ノインプリントの早期事業化、既存事業の競争優位性確保にグループの
総力を結集して取り組んでまいります。
　今後も、当社グループは、収益基盤の強化と更なる成長を目指すとと
もに、企業の社会的責任を果たし、企業価値の向上に全力を尽くしてま
いりますので、皆様のより一層のご理解とご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

2014年６月

代表取締役社長　　逢坂 紀行

（注記）このレポートでは、「第2四半期累計」を「上期」と記述しています。

営業成績および財産の状況の推移（連結）

区　分
第63期 第64期 第65期 第66期

上期
（平成22年4月1日～
  平成22年9月30日）

通期
（平成22年4月1日～
  平成23年3月31日）

上期
（平成23年4月1日～
  平成23年9月30日）

通期
（平成23年4月1日～
  平成24年3月31日）

上期
（平成24年4月1日～
  平成24年9月30日）

通期
（平成24年4月1日～
  平成25年3月31日）

上期
（平成25年4月1日～
  平成25年9月30日）

通期
（平成25年4月1日～
  平成26年3月31日）

売上高（百万円） 12,194 24,458 12,678 24,573 12,378 26,434 13,288 27,561
経常利益（百万円） 1,130 1,634 562 898 691 1,566 802 1,560
純利益（百万円） 795 1,001 302 401 450 967 514 913
１株当たり純利益（円） 96.02 120.82 36.45 48.47 54.43 116.79 62.07 110.30
純資産（百万円） 16,163 16,258 16,282 16,336 16,510 17,691 18,999 19,890
総資産（百万円） 27,629 27,785 27,315 27,758 28,824 31,778 33,099 34,026

第65期 第66期第64期

第63期

第63期 第65期 第66期第64期第63期

第65期 第66期第64期

上期　　　通期上期　　　通期

上期　　　通期
■売上高（百万円）
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■第６６期　商品ユニット別の売上高
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微粉体
26億円
（9％）

合計
276億円

粘着剤
125億円
（46％）

装置システム
29億円
（10％）

特殊機能材
40億円
（15％）

加工製品
56億円
（20％）

（単位未満四捨五入）
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特集 ハードコート付飛散防止フィルム

クリーンルーム内の生産設備

センサー一体型は、
このように割れてしまうと、
タッチパネルも動かなくなります。

ハードコート付飛散防止フィルム

スマートフォン、タブレットPC用液晶
ディスプレイの面積市場推移
(The 26th Display Search Japan Forum  Jan.2014) 
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携帯端末用の粘着加工製品から、「ハードコート付飛散防止フィルム」をご紹介します。
※ハードコートとは、フィルムの表面を傷や汚れなどから保護するために、特殊な表面処理をすることです。

スマートフォンの表面ガラスを補強

ディスプレイを衝撃から守り 
ガラスの飛散防止で安全面も強化
スマートフォンやタブレットPCなどの携帯端末は、年々大型化と共に

薄型化が進み、部材もますます薄いものが採用されています。携帯端末
の前面は一般的に強化ガラスで覆われていますが、このガラスもますま
す薄く設計され、さらに薄さを追求した結果、タッチパネルのセンサー
部分を、ガラスに直接貼り付けて一体化したものもあり、誤ってガラス
を割ってしまった場合、タッチパネルも機能しなくなってしまいます。
そのようなリスクを低減するために、ガラスには補強フィルムが貼り付
けられています。
「ハードコート付飛散防止フィルム」は、ガラスをキズや汚れから保護
すると共に耐衝撃性を補強するために使われます（タッチパネルの構成
により、ガラスの表面側だけでなく内側に貼られる場合もあります）。ま
た、万一割れてしまった場合でもフィルムが貼られていることによりガ
ラス片の飛散を防ぎますので、安全面も強化されます。

中国工場のクリーンルームで量産
携帯端末に使用される粘着加工製品の多くは、中国

浙江省の寧波綜研化学有限公司で生産されています。世

界のエレクトロニクス工場ともいわれる中国ではスマ

ートフォンやタブレットPCの生産が急激に伸び、部材

の需要も拡大しています。寧波綜研化学ではこうしたニ

ーズをいち早く捉え、埃をシャットアウトするクリー

ンルームに量産設備を設置して、旺盛な製品需要に対

応しています。

「ハードコート付飛散防止フィルム」も寧波綜研化学

のクリーンルームで生産されており、徹底した異物管

理を行っております。また、自社設計のハードコートフ

ィルムを採用し、透過率92％以上という高い透明性も

特長の一つで、ディスプレイの視認性を損なうことは

ありません。フィルムには特殊な粘着剤を使用し、貼り

付ける部材の腐食防止も考慮しています。

指紋付着防止や帯電防止機能の向上など、ユーザー

ニーズに沿った製品改良も積極的に進めており、今後、

スマートフォンやタブレットPCの市場拡大により、更

なる出荷増が期待されます。

寧波綜研化学有限公司
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　連結株主資本等変動計算書� （単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額
少数株主

持分 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 3,361,563 3,402,816 9,952,616 △ 10,972 16,706,023 163,843 126,667 ー 290,510 694,643 17,691,178
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △ 290,021 △ 290,021 △ 290,021
当期純利益 913,989 913,989 913,989
自己株式の取得 △ 24 △ 24 △ 24
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） 22,759 1,388,396 △ 73,398 1,337,757 238,016 1,575,773

連結会計年度中の変動額合計 ー ー 623,968 △ 24 623,943 22,759 1,388,396 △ 73,398 1,337,757 238,016 2,199,717
当期末残高 3,361,563 3,402,816 10,576,585 △ 10,997 17,329,967 186,602 1,515,063 △ 73,398 1,628,267 932,659 19,890,895

　株価（高値・安値）および株式出来高の推移　損益計算書（要旨）� （単位：千円）

第66期
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

第65期
平成24年4月 1 日から
平成25年3月31日まで

科　　目 金　　額
売 上 高 16,386,622 16,807,108
営 業 利 益 610,236 903,659
経 常 利 益 1,088,476 1,319,965
当 期 純 利 益 782,358 873,619

( ) ( )

　連結貸借対照表（要旨）� （単位：千円）

第66期
（平成26年3月31日現在）

第65期
（平成25年3月31日現在）

科　　目 金　　額
（資産の部）

流 動 資 産 18,200,487 17,937,099
固 定 資 産 15,826,271 13,840,967
有 形 固 定 資 産 13,265,881 11,702,821
無 形 固 定 資 産 230,613 196,316
投資その他の資産 2,329,776 1,941,828

資 産 合 計 34,026,758 31,778,066
（負債の部）

流 動 負 債 12,034,276 11,233,823
固 定 負 債 2,101,586 2,853,065
負 債 合 計 14,135,863 14,086,888

（純資産の部）
株 主 資 本 17,329,967 16,706,023
資 本 金 3,361,563 3,361,563
資 本 剰 余 金 3,402,816 3,402,816
利 益 剰 余 金 10,576,585 9,952,616
自 己 株 式 △ 10,997 △ 10,972

その他の包括利益累計額 1,628,267 290,510
少 数 株 主 持 分 932,659 694,643
純 資 産 合 計 19,890,895 17,691,178
負 債 純 資 産 合 計 34,026,758 31,778,066

　連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （単位：千円）

第66期
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

第65期
平成24年4月 1 日から
平成25年3月31日まで

科　　目 金　　額
営業活動によるキャッシュ・フロー 1,338,505 3,442,517
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,910,323 △ 1,905,175
財務活動によるキャッシュ・フロー 84,657 △ 439,084
現金及び現金同等物に係る換算差額 498,592 263,595
現金及び現金同等物の増減額 11,432 1,361,852
現金及び現金同等物の期首残高 5,387,163 4,025,311
現金及び現金同等物の期末残高 5,398,596 5,387,163

第66期
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

第65期
平成24年4月 1 日から
平成25年3月31日まで

科　　目 金　　額
売 上 高 27,561,043 26,434,285
営 業 利 益 1,553,132 1,632,628
経 常 利 益 1,560,849 1,566,277
当 期 純 利 益 913,989 967,753

( ) ( )

　連結損益計算書（要旨）� （単位：千円）

( ) ( )

　発行可能株式総数	 33,200,000株
　発行済株式の総数	 8,300,000株
　株主数	 3,186名
　所有者別株式分布状況

　貸借対照表（要旨）� （単位：千円）

第66期
（平成26年3月31日現在）

第65期
（平成25年3月31日現在）

科　　目 金　　額
（資産の部）

流 動 資 産 9,196,191 10,645,551
固 定 資 産 13,399,541 12,846,527
有 形 固 定 資 産 7,236,602 7,316,221
無 形 固 定 資 産 209,956 176,871
投資その他の資産 5,952,982 5,353,435

資 産 合 計 22,595,732 23,492,079
（負債の部）

流 動 負 債 6,126,026 6,581,479
固 定 負 債 1,363,707 2,320,113
負 債 合 計 7,489,733 8,901,592

（純資産の部）
株 主 資 本 14,920,142 14,427,829
資 本 金 3,361,563 3,361,563
資 本 剰 余 金 3,402,816 3,402,816
利 益 剰 余 金 8,166,759 7,674,421
自 己 株 式 △ 10,997 △ 10,972

評価・換算差額等 185,857 162,657
純 資 産 合 計 15,105,999 14,590,486
負 債 純 資 産 合 計 22,595,732 23,492,079

（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで）

個人その他
4,366,861株
(52.6%)
※自己名義株式
　13,702株含む

株式数
8,300,000株

証券会社
42,291株
(0.5%)

金融機関
1,030,000株
(12.4%)

外国法人等
1,257,300株
(15.2%)

その他の法人
1,603,548株
(19.3%)

外国法人等
40名
(1.3%)

その他の法人
55名
(1.7%)

個人その他
3,059名
(96.0%)

株主数
3,186名

金融機関
14名
(0.4%)

証券会社
18名
(0.6%)

13/4 13/5 13/6 13/7 13/8 13/9 13/10 13/11 13/12 14/1 14/2 14/3
（西暦/月）

出来高（千株） 株価（円）
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財務諸表（連結） 財務諸表（単体） 株式の状況�
（平成26年3月31日現在）

010_0338801302606.indd   5-6 2014/06/15   2:54:40



会社の概況 株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
期末配当金支払基準日 ３月31日
株主名簿管理人および 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
事 務 取 扱 場 所 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） ふ0120-782-031
単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載

URL:http://www.soken-ce.co.jp
上場証券取引所 東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およ
びご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口
座を開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社
に口座（特別口座といいます。）を開設いたしました。特別口座についてのご
照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

本社　〒171－8531　東京都豊島区高田三丁目29番５号
TEL：03－3983－3171　FAX：03－3988－9216　URL：http://www.soken-ce.co.jp

　本レポートの表紙絵は、障がい
者ライブラリー「アートビリティ」
に登録されている、アーティスト
飯田弘道さんの作品（作品名：「夏
木立ち」）を使用させていただきま
した。

◎飯田弘道（いいだ ひろみち）
1936年生まれ、静岡県在住。
多摩美術大学卒業後、フリーのカメラマンとして活躍し、APA展入選や、
JPS展銀賞など、数多くの受賞歴を誇る。
第20回アートビリティ大賞・日立キャピタル特別賞受賞。
第21回アートビリティ大賞受賞。

◎アートビリティ
　1986年に社会福祉法人東京コロニーが、障がい者アーティストが自
立し、自活することを支援するために設立したアートギャラリーで、作
品の使用料がアーティストに還元されています。

■会社概要（平成26年3月31日現在）
社　名	 綜研化学株式会社
資本金	 3,361,563千円
主要な事業内容
●ケミカルズでは、粘着剤、微粉体、特殊機能材、加工製
品等の開発、製造、販売を行っております。
●装置システムでは、装置・システムの販売、生産システ
ムのエンジニアリング、プラントのメンテナンス、熱媒体
油の輸入販売を行っております。

■役員（平成26年6月25日現在）
取締役会長 中 島 　 幹
代表取締役社長 逢 坂 紀 行
取締役 御手洗　寿　雄
取締役 佐 藤 雅 裕
取締役 福　田　純一郎
常勤監査役 阿 部 英 紀
監査役 池 田 裕 治
監査役 北 尾 哲 郎
監査役 荒 井 寿 光
注）監査役北尾哲郎氏および荒井寿光氏は社外監査役であります。

■事業所
事 業 所 名 所　　　　在　　　　地
本 社 東京都豊島区高田３－29－５
狭 山 事 業 所 埼玉県狭山市広瀬東１－13－１
浜 岡 事 業 所 静岡県御前崎市池新田8665－１

■主要な子会社等
●綜研テクニックス株式会社　●Soken Chemical Singapore 
Pte. Ltd.　●綜研化学（蘇州）有限公司　●寧波綜研化学
有限公司　●Soken Chemical Asia Co., Ltd.　●綜研高新材
料（南京）有限公司
注）	浜岡綜研株式会社および狭山綜研株式会社は、2014年4月1日をもって、綜研化学
株式会社に吸収合併いたしました。
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